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１．はじめに 

国は平成１２年１１月に「高齢者・身体障害者等

の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関

する法律」（通称：交通バリアフリー法）が施行さ

れた．各自治体においては，交通バリアフリー法に

もとづいて，重点整備地区（駅及び周辺地区）を対

象に総合的なバリアフリー化の計画を記述した「交

通バリアフリー基本構想」の策定に着手していると

ころである． 

 この交通バリアフリー基本構想に策定に際しては， 

高齢者・障害者等の意見を反映させることが必要不

可欠とされている． 

本稿は，交通バリアフリー基本構想策定の計画プ

ロセスにおける当事者参加型の事例として，大阪府

堺市における例を取り上げ①その体制・手順，②調

査方法，③その効果，④今後の課題について記述し

たものである． 

２．堺市における交通バリアフリー基本構想策定手

順 

堺市では，平成13年度に市内43駅の内６駅５地区

を対象に交通バリアフリー基本構想が策定・公表さ

れた．（図2.1参照） 

この検討策定プロセスにおいて，高齢者・障害者

等，市民からの意見を基本構想に反映させるために，

①検討委員会における当事者代表の参画，②高齢

者・障害者団体（21団体）の代表による懇話会の開

催，③パブリックコメントの実施，④基本構想策定

策定地区における点検調査が実施された． 

 
図 2.1 基本構想策定地区 
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図 2.1 基本構想策定地区 意見聴取 
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策定手順項目 

駅および周辺地区の実態調査 

実態調査の取りまとめ 
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図2.2 堺市交通バリアフリー基本構想策定手順 
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 調査統括（堺市） 

実施責任者 

・市内の高齢者、

障害者を無作為

に抽出し、アン

ケート票を郵送

配布、郵送回収

とする。 

<ｱﾝｹｰﾄ調査> 
 

<点検調査> 

当事者調査員 
・各地区に居住の障害

者、高齢者､地元住民

代表による調査メン

バー構成。 

補助調査員 
・ｷｬｯﾌﾟﾊﾝﾃﾞｨ ﾎﾞﾗ

ﾝﾃｨｱの協力 
・外部調査員 

障害者連合会 
・校区在住障害

検討委員会

ﾒﾝﾊﾞｰ 
（堺駅にお

ける疑似体

験調査） 

市内の高齢者・

障害者 

自治連合会 
・校区在住高齢者 
・その他（女性、健常者） 

商店街連合会 
・駅周辺商店

街店主 

ｷｬｯﾌﾟﾊﾝﾃﾞｨ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

３．点検調査の目的 

 点検調査は，基本構想策定における当事者等の

ニーズを把握する手段の一つとして実施された．

ここではその他の手段の目的と併せて，点検調査

の目的を表3.1に示す． 

表3.1 当事者利用ニーズ把握の調査 

調査の種類 目   的 
点検調査 ・高齢者・障害者の外出先等の特

性，外出時の問題点・ニーズ等を

把握，潜在的な需要を把握 

調

査 

高齢者・

障害者ア

ンケート 

・歩道等の段差・勾配，舗装材等に

関わる問題点，現在の駅施設の改

善事項など，現地の施設に対する

詳細な評価を行う． 
・基本構想策定地区における地域住

民のバリアフリーに対する意識を

醸成 
検討委員

会 
・代表者の参画による高齢者・障害

者等の意見を基本構想に反映．  
会

議 
懇話会の

開催 
・検討委員会に参加できない高齢

者・障害者，ＮＰＯ等の団体から

広く意見を求める． 

 

４．点検調査の体制・手順 

(1)体制 

点検調査を実施するに当たり，なるべく対象

となる地区の事情に明るい高齢者・障害者，住

民を対象とすることを目的に調査体制が組まれ

た． 

また，実施にあたり，高齢者・障害者の方を

サポートする人，調査を現場でスムーズに進め

るための人材が必要である．  

前者については，障害者については，関連団

体に依頼して，各地区内または周辺にお住まい

の方を選出した．また，高齢者・住民について

は，関連する自治会に依頼して，協力いただけ

る人を選出した． 

(2)手順 

点検調査の手順は，図3.2に示す通りである． 

上記の体制を整えるために，事前の協力依

頼・メンバーの確定などの作業が伴い，調査準

備に約１ヶ月，５地区の調査実施に約１ヶ月を

要した． 

 

 

 

  
図 3.1 点検調査の体制 

 1.調査企画案作成 

2.当事者調査員の募集 

3.補助調査員の募集 
5 ﾁｪｯｸｼｰﾄの作成・印刷 

6.調査の実施 
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7.ﾁｪｯｸｼｰﾄの集計 

８.地区別の問題点把握 

4 調査対象ﾙｰﾄ、チェッ
クの項目の設定 

 
図 3.2 点検調査の手順 

 

５．点検調査実施の概要 

(1)実施日時 

調査日：平成14年８月３日から９月３日まで

の各１日間 

調査時間：午前９時から１２時（調査説明に

１時間，現地調査に１時間，とりま

とめに１時間） 

(2)調査班の形成と調査ルートの設定 

①調査班の設定 
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調査実施については，各地区で90人程度の参

加となったため，調査時の安全性・効率性確保

のため，１班15人程度の班に分け，各班毎に調

査ルートを設定した． 

②チェックシートによる点検 

ａ.あらかじめ定めた地点・ルートについて，

調査グループ毎に現地を徒歩で点検する．

調査時には，調査員がチェックシートに

記入または補助調査員が記入する． 
  調査内容 
・移動の際の区間別または横断歩道などで

の身体的負担度合い 
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 単位：人 

日 程 参加人数 

駅及び周辺地域 調査日 障害者 自治会 商店・ 

スーパー 

女性 

団体 

ガイド 

ヘルパー 

キャップ 

ハンディ・ 

ボランテ

ィア 

リーダ

ー他 

一般 

ボラ

ンテ

ィア 

外部 

調査員 

委員会 

メンバー 

合計

新金岡駅周辺地区 8/2（木） 10 21 2 2 5 5 0 22 8 8 83 

堺市駅周辺地区 8/6（月） 9 12 0 1 7 5 0 14 8 6 62 

北野田駅周辺地区 8/8（水） 

9/4（火） 

12 19 3 2 8 5 8 19 14 10 

堺東駅周辺地区 8/27（月） 11 17 1 2 6 15 0 21 8 7 88 

堺 駅 周 辺 地 区 8/28（火） 12 16 3 2 7 5 0 16 5 8 74 

深井駅周辺地区 9/3（月） 12 15 2 2 8 5 0 15 7 5 71 

地 区 合 計  66 100 11 11 41 40 8 107 50 44 

 

・具体的問題点（段差，舗装材のすべり，

路面の見えやすさなど） 

ｂ.補助調査員により詳細なﾁｪｯｸｼｰﾄをもと

に物理的な項目を測定する． 

 調査内容 

・歩道上の段差の大きさ・舗装材・信号

青時間の長さなど 

(3)調査参加人数 

調査に参加した人は，６駅周辺地区延べ人数

で，478人となった． 

６．点検調査結果の集計と活用 

点検調査の結果については，調査したルート

別に問題点および自由意見を高齢者，健常者，

障害者別に集計し，各自の身体特性により，ど

のような問題がどのような地点であるのかを把

握した． 

 

図 5.1 調査ルート図（例）  

写真-1 点検調査風景 

表 5.1 点検調査延人数 

100 

478 
 



また，各地点の具体的な問題点については，写

真等とあわせて整理し，関係事事業者及び検討

委員会へ提示し，基本構想策定の検討材料とし

て活用した． 

 

 

７．点検調査の効果 

堺市で実施された点検調査を踏まえて，調査

実施による効果を整理すると次のようになる． 

①‘気づき’と共有化 

既設の鉄道施設，道路等について高齢者，障

害者等の当事者の視点から見た問題点を気づく

ことができ，さらに同じ現場を見ることにより，

問題点および問題意識の共有化を図ることがで

きる． 

②計画・事業推進の追い風 

当事者の視点から見た問題点の把握により，

その課題が明確になるとともに，事業者，当事

者間の問題意識の共有化により，計画案を策定

する上での重要な検討材料となりえる． 

堺市の場合，当事者の意見，事業者の努力に

より，当初計画の階段昇降機をエレベーター整

備に切り替えることができた． 

③まちづくりの協働化へのきっかけづくり 

実際にまちを歩くことにより，バリアフリー

に関することだけでなくまちづくりへの関心が

市民レベルで高まる効果が期待できる． 

さらに，このことは，今後バリアフリーのま

ちづくりを実現するための，市民レベルでの協

議組織を立ち上げるきっかけづくりになり得る． 
表 6.2 問題点集計結果例 

地区：堺市駅１班　N=8

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11.
特
に
な
し

上
下
肢
障
害

上
肢
の
み
障
害

下
肢
の
み
障
害

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

言
語
障
害

内
部
障
害

知
的
障
害

そ
の
他

無
回
答

歩道の幅  1.幅が狭く歩きにくかった 1 1 1

 2.滑りやすかった

 3.表面がでこぼこで移動しにくい

 4.タイル・ブロックなどの目地でがたつく

 5.歩く方向に勾配があり移動しにくい

 6.横方向に勾配があり移動しにくい

 7.歩道が波打っていて歩きにくい

 8.自転車、看板、自動車などが邪魔 5 1 ①1 1

 9.電柱、植栽が邪魔 1

10.ブロックが識別できない

11.ブロックがない 1 ①

12.ブロックの形状がわかりにくい

13.無し

14.無回答

その他 ・通行禁止区域なのに自動車が多い、停車中も多
い､取締強く望む。

1

・店前の自転車、車、歩道に商品等がかなり出てい
て邪魔（歩道いっぱいに出している商店もあり）。

3

・歩道に店のものが出て歩きにくい。車と自転車等
の違法駐車。歩道と歩道との段差。

1 1

・ポストがでている。商品が店頭に出ている。自動
車、バイクの駐車。看板が板では判断できない（上
にあがっている）。

1

・警告ブロック（ポストの廻り）が必ずほしい。道
路に不法駐車が多いのでとてもこわい。ふれあいバ
ス標識がせまい人道にはみ出している。雨天の場合
の道路のすべりが気になる（全体的に）。

①

・無回答 1

注）○：65～74歳の前期高齢者、( )：75歳以上の後期高齢者

障害種別

誘導・警告
ブロック

障害物

歩道の勾配

舗装材

問題点

歩道区間№13 ８．今後の課題 

本稿では，交通バリアフリー基本構想策定に係

る当事者参加のための点検調査の事例紹介およ

びその効果に関する考察を行った． 

今後，交通バリアフリー基本構想に基づくまち

づくりを進めるに当たって，計画策定者，事業

者等が配慮すべき事項を次ぎのように考える． 

① 永続的な検討体制の検討 

バリアフリーのまちづくりは，施設整備にお

いてきめの細かい配慮が必要であり，そこまで

実現してはじめて，当事者等の参加する意義が

ある．そのためには，単年度の検討だけではな

く，永続的な事業者と当事者，行政の建設な対

話ができる場作りが必要となる． 

実際には，複数の利害関係者の意見を調整し，

設計・施工に結びつける仕組みが充分にできて

いない自治体が多いと考えられる． 

今後，バリアフリーに関する専門知識を有す

るコーディネイター的役割を果たす組織の立ち

上げ，育成が必要と考えられる． 

②高齢者・障害者移動ニーズに係るデータ蓄積 

交通バリアフリー法を機会に全国で同様の検

討がなされており，今後もさらに増加する．

この機会を活かし，高齢者・障害者等の移動

ニーズに係るデータを蓄積することにより，

公共交通，道路等の改良・整備における問題

点の共通認識，より望ましい改良・手法への

手がかりになると考えられる． 
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